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浦和区上木崎１丁目建築物解体工事における石綿濃度基準超過について

 民間ビル解体工事（浦和区上木崎１－９－２０）の石綿除去工事において、さいた

ま市生活環境の保全に関する条例（以下、「条例」という。）で定める石綿敷地境界基

準を超過しましたので公表します。

１ 石綿除去の概要

 ・作業日時：令和４年２月９日（水） ９時～

 ・工事発注者：個人

 ・工事受注者：斎藤工業株式会社（浦和区北浦和）

 ・施工方法：手作業による吹付け石綿及び石綿含有成形板の除去作業

２ 経緯等

２月９日（水）、市が民間ビル解体工事現場の敷地境界２地点で大気中の石綿濃度

を測定し、同月１０日（木）１６時０７分に測定結果（速報値）が判明しました。

測定地点②において、条例で定める敷地境界基準（大気中１リットルあたり１０

本）を超過し、大気中１リットルあたり２６本の石綿が検出されました。

また、測定地点①において、石綿の漏えい監視の観点からの目安（大気中１リッ

トルあたり１本）を超過し、大気中１リットルあたり４．３本の石綿が検出されま

した。

３ 市の対応

２月１０日（木）、工事受注者に対して、作業を一時中断し、原因調査と対策等を

指示しました。

（指示内容）

・基準超過の原因を調査し、石綿飛散防止対策の徹底を図ること。

・周辺住民等への周知を行うこと。

・石綿除去作業が行われた場所について、石綿専用清掃器具を用いて速やかに

清掃すること。

記者発表資料

令和４年２月１１日（金）

問い合わせ先：環境対策課

課長：市川

担当：宮澤、鈴木

電話：８２９－１３３０

内線：３１３６



なお、２月１１日（金）、市が敷地境界において大気中の石綿濃度測定を実施し

た結果、漏えい監視の観点からの目安とされる１本／Ｌ以下となっております。

大気中の石綿濃度測定箇所

大気中の石綿濃度測定結果

※検出下限値：０．７０本／Ｌ

【参考】

さいたま市生活環境の保全に関する条例

試料採取 採取場所 石綿濃度（本／Ｌ）

令和４年２月９日（水）
測定地点① ４．３本／Ｌ

測定地点② ２６本／Ｌ

令和４年２月１１日（金）
測定地点① 検出下限値未満

測定地点② 検出下限値未満

（敷地境界基準）

第 64 条 市長は、石綿排出等作業の場所から大気中に排出され、又は飛散する石綿について、

当該建築物等の敷地の境界線における大気中の石綿の濃度の許容限度として、石綿排出等作業

に係る隣地との敷地境界における基準(以下この節において「敷地境界基準」という。)を規則

で定めるものとする。

測定地点①

（敷地境界) 

測定地点②

（敷地境界）
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さいたま市生活環境の保全に関する条例施行規則

建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル

（令和３年３月 厚生労働省・環境省）

環境省の近年のモニタリング結果から、一般大気環境中の総繊維数濃度は概ね１本／Ｌ以下であ

ることから、石綿繊維数濃度も１本／Ｌ以下である。このため、漏えい監視の観点からの目安は、

石綿繊維数濃度１本／Ｌとすることが適当である。

（敷地境界基準）

第 49 条 条例第 64 条の規定による規則で定める敷地境界基準は、市長が定める方法により測定

された大気中の石綿の濃度が 1リットルにつき 10 本であることとする。


